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平成２８年度

行政活動の評価の結果の反映状況説明書
（行政活動の評価に関する条例(平成１３年宮城県条例第７０号)第１１条第２項関係）
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この書面は，行政活動の評価に関する条例（平成１３年宮城県条例第７０号）第１１条第１項の規定により，平成２８年度に実施し

た行政評価の結果を平成２９年度の当初予算編成等に反映した状況について，同条第２項の規定に基づき作成したものである。

１ 要旨

（１）政策評価・施策評価

平成２８年度の政策評価・施策評価は，平成２７年度に県が行った宮城の将来ビジョン及び宮城県震災復興計画の体系に基づく２１政策，

５６施策について実施した。

評価に当たっては，客観性を確保し，評価過程の透明性を高めるため，県民意見聴取を行ったほか，第三者機関である宮城県行政評価委員

会（政策評価部会）による調査審議と，同部会からの答申内容を踏まえて検討し，評価結果を作成している。

県では，こうした評価結果等を踏まえ，平成２９年度の施策展開等について検討を重ね，東日本大震災からの復興を早期に成し遂げるとと

もに宮城の将来ビジョンにおいて目標とする宮城の姿の実現に向けて優先的，重点的に取り組むべき事業として，平成２９年度の宮城の将来

ビジョン推進事業及び宮城県震災復興推進事業を選定し，必要な予算編成を行った。その概要については，２ページ以降に記載のとおりであ

る。

（２）公共事業再評価

平成２８年度の公共事業再評価は，川内沢ダム建設事業（土木部所管）について実施した。

再評価に当たっては，客観性を確保し，評価過程の透明性を高めるため，県民意見聴取を行ったほか，第三者機関である宮城県行政評価委

員会（公共事業評価部会）による調査審議と，同部会からの答申内容を踏まえて検討し，その結果，事業を継続することとした。

県では，こうした評価結果を踏まえ，次年度以降の事業実施方針について検討し，平成２９年度の事業内容を決定するとともに，必要な予

算編成を行った。その概要については，７３ページに記載のとおりである。
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３ 公共事業再評価の結果の反映状況

反 映 状 況
事業 事 業 名 事業実施 評価の結果
種別 箇 所 平成29年度当初 平成29年度 備 考

予算額(千円) 事業内容 (事業実施上の対応・検討状況)

ダム 川内沢ダム建設 名取市 事業継続 420,000 測量設計 一式 今後の事業の実施に当たっては，早期完
事業 用地補償 一式 成に向けて関係機関等と十分な調整を図り

ながら，ダム本体工や付替道路等の検討に
おいて，コストの縮減に努める。
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